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且 整合性   

AHPにおける一対比故において，その比故が盤合性  

をもって行われることを期待することは難しい．そこ  

で，その比較がどの程度重合性をもって行われたかを  
調べる必要がある．本研究では，一対比敢行列の持つ  

の整合性について考察する．   

A重野における一対比故において，項目g，ノと虎の  

比故において，つぎの式が満たされることが整合性を  

待つための条件である．   

旬＝q虎・旬，払ーた＝1，…，招  

ここで，旬ほ一対此戟億．   

このとき，つぎの定理が成立する．  

定理1。一対此戟行列（旬）において，勒＞0であ  
るならばつぎのことは同値である．  

（a）一対比敏行列の転意の要素旬で，  
旬＝qほ・旬，鈷r丘＝1，‥．，用  

である．  

仲）一対比敏行列の任意の要素旬で，   

叫＝ほ・恥知り＝1，…・・由  

勒＝1， 如r g＝1，．‥，乃  

である．  

（C）一対比敢行列の最大固有億が乃であり，  

¢〃＝＝ 1， 飴r g＝1，．‥，搾  

である．  

（d）ある勒＞0，丘＝1，．‥，乃が存在して，  

旬＝叫／叫，簸灯り＝1，…，何  

である．  

証明：略  

これらのどれを使用しても，整合性を測ることがで  

きる．例えばサーティの重合性は，定理における3番  

目のことを使用して整合性を測るものである．   

また，4番目の方法では，一対比改行列に対して各  

要素旬を叫／叫である意味において近似する．そし  

て，その近似したときの誤差をその整合度として利用  

する．例えば，幾何平均法ならば，  
〃〃   

門人w）＝∑∑（ln旬－1n叫－1n叫2  
f＝1ノ＝1  

として関数値minⅣダ（A，W）をその整合度とすること  
ができる．   

ここで，各要素における差を計算する際に，旬一  
叫／叫だけでなく，  

（1）αい（芸）r  

（2）¢‘ノ・甜－1  

として計算してもよい．  

2 特定の誤差を持つ比較行列   

ある一対比敏行列Aの整合性を定めるために，定理  
1における各項目での重合性に対して，つぎのような  
評価値を定める．   

（a）この場合，各要素旬について乃通り調べ射ナれ   
ばならないので，  

∑  （   
爪   月 ∑  
i＝1ノ＝1  

ム（A）＝  

として計算する．本研究では，ア＝2．  

（b）2番目は一対比較行列のベキ等性に注目したもの   

であるが，各要素の計算をまとめて，  

鬼囲）＝l2一利  
乃  

とする．ここで，ノルムは一般のノルムでよい．  

（C）このときは，行列Aの最大固有億を入汀狐として，  
ム（A）＝入m一乃  

とする．  

（d）ウェイトの推定ベクトルwを，どのように推定す   

るかによってその日的関数が違う．そして推定し   
たときの残差を重合度として考える．  

カ（A）＝mimダ（A，W）  
tグ  

ー対比敢行列の重合性を調べるには，他にもいろいろ  
な方法がありえるが，基本的には前に述べた方法によ  
るものである．そこで，これらの方法の特徴について  
調べることにする．   

そこで，つぎのような特定要素（812とd21要素）の  
みに誤差を持つ一対比較行列β＝勒Iを考える．  

《  

∂・Wlル2，i＝1，ノ＝2  

旭2／（∂・Wl），g＝2，ノ＝1  

叫／叫，   その他．  

このときの各室合性の評価方法における億はつぎのよ   

うになる．  
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評価値の平均  
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〃〝〃 ∑∑∑（ぁり－み托・ぁり）2  

f＝1ノ＝l上＝1   

ム（β）  
（〃－2）C  

＝［望ヂ（α1＋餌   

ここで，α1，βlはある定数（Wによる）．  

（b）ノルムはフロペニウス・ノルムを使用する．   

叔β）＝llが一帥  
乃   

＝ドヂ（α2・餌  

（C）最大固有値はつぎの3次方程式の実根．   

入3一山2－（乃－2）（言・∂－2）＝0   

よって，その解  

乃  2与〝2  
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図：1：整合性の評価値の平均  

（対数正規分布）  

評価値の平均  

入＝＋  
3（27A＋2乃3＋3ノぎ√有ノ27A⊥4乃3）与  

（27A＋加3＋3、βイオノ27A＋4め与  

3．2与   

が得られる．ここで，A＝（〝－2）（い∂－2）で  

ある．  

ム（A）＝（入一n）／（〃－1）  

（d）幾何平均の場合について，ここでは考察する．  

（1n（翔一1  

伸exp撞か冊叫可主］－1   

叩匪芋  

ここで，C＝〃（乃－1）で，これは一対比較行列に逆数  

の関係があり，行列の次数についての調節のために尊  

入した．   

このような一対比較行列の場合，整合性の値として  

∂が小さい場合を調べてみると，（a），（b），（C），（d）は定数  

倍程度ちがうだけで，オーダー的な違いはなく，どの  

方法も整合性を測る尺度として利用できることが分か  

る．しかし，∂が大きい値になると（C）と（d）の方法に  

おいては違ってくる．  

図：2：整合性の評価値の平均  

（式（1）で与えられる誤差分布）  

4 まとめ   

本研究では，整合性を評価する際に使用可能な方法  
についてその性質を調べた．その結果，4つの方法と  
もに大きな違いがないことが分かったが，誤差が大き  

いときには評価方法（C），（d）ではその評価値が他の方法  

に比べ小さいので，そのことを考慮する必要がある（図  

1では100倍して表示）．また，評価方法の（b）は一対  

比較行列のベキ等性を調べるためのものであり，誤差  

分布が式（1）の場合には，その標準偏差と評価値が近  

くなる（図2参照）ので，誤差の評価に適している・こ  

の方法は，一般に使用される（d）の方法と違って，ウェ  
イトの推定とは別に計算できるので，行列そのものが  

持つベキ等性を表す有効な手段の1つである．  

3‘シミュレーション   

前述の一対比較行列は特定の要素のみに誤差を導入  

したものであるが，各要素（非対角要素）に誤差が皐る  
場合（旬＝旬叫／叫）について，シミュレーションを  

行った．図1は，誤差旬が対数正規分布に鱒う場合  

（旬＝eXp（γ），γがⅣ（0，α2）に従う）であり，図2は，  
誤差旬が   

旬＝何＋γ／2  （1）  

で与えられるものである（γが〃（0，J2）に従う）．   
なお，シミュレーションは，各標準偏差げについて  

10000回ずづ行った．  

－107  
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